
９
月

21日
、
愛
媛
県
公
務

員
共
闘
会
議
（
県
教
組
・
県

国
公
・
自
治
労
連
）
と
愛
媛

労
連
は
共
同
し
て
、
県
人
事

委
員
会
勧
告
へ
の
要
請
書
と

要
請
署
名
（
団
体

66・
個
人

１
０
８
０
筆
）
、
定
年
引
上

げ
に
関
す
る
要
請
書
を
提
出

し
、
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

県
公
務
員
共
闘
会
議
側
は
加

藤
議
長
な
ど
３
人
が
参
加
、

県
は
給
与
係
長
な
ど
２
人
が

対
応
。
（
文
責
：
県
公
務
員

共
闘
。
○
公
務
共
闘
、
●
県

人
事
委
員
会
の
発
言
）

《
給
与
等
》
●
官
民
比
較
で

若
年
者
は
公
務
が
低
く
、
高

齢
層
は
公
務
が
高
く
な
る
傾

向
が

10年
以
上
み
ら
れ
る
。

民
間
の
給
与
体
系
も
給
与
カ
ー

ブ
を
フ
ラ
ッ
ト
に
す
る
傾
向

で
、
民
間
は
初
任
給
を
高
く

設
定
し
人
を
集
め
て
い
る
。

《
会
計
年
度
任
用
職
員
》
○

勤
勉
手
当
が
上
が
る
が
ど
う

考
え
る
の
か
。
●
任
命
権
者

の
検
討
事
項
で
は
あ
る
が
、

近
年
の
下
げ
る
時
は
期
末
手

当
、
上
げ
る
時
は
勤
勉
手
当
、

に
つ
い
て
問
題
意
識
は
任
命

権
者
も
持
た
れ
て
い
る
。
昨

年
も
他
の
一
般
職
員
と
の
均

衡
を
踏
ま
え
て
適
切
に
対
応

を
と
言
及
し
た
。
○
物
価
が

高
騰
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
も

踏
ま
え
て
働
い
て
い
る
も
の

の
生
活
を
応
援
し
て
も
ら
え

る
勧
告
と
し
て
ほ
し
い
。
●

休
暇
等
で
会
計
年
度
任
用
職

員
と
差
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
が
旧

22条
時
代
か

ら
任
命
権
者
が
決
め
る
の
が

基
本
的
ス
タ
ン
ス
。
○
公
募

の
問
題
で
今
年
は
３
年
に
１

度
で
切
り
替
わ
り
の
時
期
。

「
仕
事
が
あ
る
の
か
」
と
の

不
安
が
聞
か
れ
る
。
継
続
し

た
雇
用
を
。
雇
用
の
安
定
、

人
材
確
保
も
重
要
な
問
題
だ
。

《
育
休
等
》
●
男
性
育
休
は

県
も
全
国
ワ
ー
ス
ト
だ
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
て
こ

入
れ
し
取
得
率
は
上
が
っ
た
。

男
性
職
員
も
１
カ
月
以
上
育

休
取
る
よ
う
伝
え
、
取
っ
て

い
る
。
出
産
予
定
日
の
２
カ

月
前
ま
で
に
上
司
と
面
談
し

確
認
し
て
い
る
。
《
退
職
手

当
》
●
今
の
と
こ
ろ
下
げ
る

こ
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

10月
１
～
２
日
、
第

16回

地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
東
京
《
全
国
自

治
研
集
会
》
が
開
催
さ
れ
、

愛
媛
か
ら
９
人
が
参
加
。
１

日
は
基
調
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
住

民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
、
平

和
を
守
る
た
め
～
憲
法
と
地

方
自
治
を
ど
う
活
か
す
か
」
、

記
念
講
演
に
相
澤
冬
樹
さ
ん

（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
）
が
「
全

体
の
奉
仕
者
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
～

35年
の
記
者
経
験

か
ら
考
え
る
」
と
題
し
て
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
翌
２

日
は

10の
分
科
会
に
会
場
・

オ
ン
ラ
イ
ン
で
約
９
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

第
１
分
科
会
「
地
域
経
済

の
再
生
・
地
域
産
業
の
活
性

化
と
持
続
可
能
な
循
環
型
ま

ち
づ
く
り
分
科
会
」
で
は
助

言
者
の
岡
田
知
弘
先
生
（
京

都
大
学
名
誉
教
授
・
自
治
体

問
題
研
究
所
前
理
事
長
）
が

次
の
よ
う
に
提
起
。
◎
地
域

の
経
済
、
住
民
の
暮
ら
し
を

担
う
の
は
、
地
域
に
固
着
し

た
住
民
・
企
業
・
産
業
。
地

域
経
済
を
維
持
す
る
最
大
の

経
済
主
体
は
、
中
小
企
業
・

農
業
・
協
同
組
合
、
そ
し
て

地
方
自
治
体
。
◎
地
域
が
活

性
化
す
る
・
豊
か
に
な
る
と

は
、
住
民
ひ
と
り
一
人
の
生

活
が
向
上
す
る
こ
と
等
々
、

全
国
各
地
の
ま
ち
づ
く
り
事

例
を
紹
介
し
つ
つ
課
題
と
教

訓
が
語
ら
れ
「

11／
６
県
自

治
研
集
会
㏌
東
温
」
で
の
岡

田
先
生
の
講
演
に
期
待
を
感

じ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。
レ

ポ
ー
ト
報
告
で
は
「
平
成
の

大
合
併
は
何
を
も
た
ら
し
た

の
か
」
森
賀
県
本
部
委
員
長

が
久
万
高
原
町
の
財
政
分
析

を
も
と
に
報
告
な
ど
、
参
加

者
の
質
疑
・
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

第

10分
科
会
「
『
デ
ジ
タ

ル
化
、
産
業
化
』
は
自
治
体

に
何
を
も
た
ら
す
か
」
で
は

国
内
で
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
進

め
る
法
改
正
が
続
け
ら
れ
、

公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
産
業

化
、
非
正
規
化
や
経
費
の
圧

迫
が
起
こ
る
一
方
、
海
外
で

は
再
公
営
化
が
進
ん
で
い
る

な
ど
、
問
題
提
起
。
現
状
報

告
で
は
、
大
阪
府
吹
田
市
で

の
市
民
課
業
務
委
託
を
断
念

さ
せ
た
、
労
働
組
合
と
し
て

問
題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ

を
住
民
に
も
伝
え
、
組
織
と

し
て
結
束
す
る
と
り
く
み
、

東
京
都
足
立
区
の
税
務
シ
ス

テ
ム
標
準
化
に
よ
る
シ
ス
テ

ム
の
不
自
由
性
や
住
民
へ
の

不
利
益
・
費
用
・
負
担
増
の

可
能
性
、
北
九
州
市
で
の
市

役
所
Ｄ
Ｘ
の
進
捗
状
況
な
ど

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
と

り
わ
け
分
科
会
で
の
「
Ｐ
Ｆ

Ｉ
は
自
治
体
の
不
動
産
の
活

用
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
自
治
体

情
報
の
活
用
」
「
デ
ジ
タ
ル

化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
る

窓
口
業
務
の
無
人
化
・
縮
小

化
は
人
員
削
減
も
含
み
、
こ

れ
ま
で
の
民
間
委
託
の
延
長

で
同
じ
問
題
を
は
ら
ん
で
い

る
」
の
指
摘
は
視
点
を
改
め

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（１） 第５４９号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２２年 １０月２０日

第 ５４９ 号

日 程

【10月】

20 いのちまもる10・20総行

動

23 憲法大運動スタート集会

（web）

27 今治市職定期大会

市職評議会定期大会・

県市長会長要請（伊予市）

28 町村評議会定期大会・

県町村会長要請（自治会館）

29 医療介護評議会定期総会

【11月】

３ 保育大集会

JAL争議支援集会

５ 労基法 33 条を考える～

全国交流集会（web）

６ 地方自治研究愛媛県集会

（東温）

10 全国統一行動

14 全国いっせい労働相談ホッ

トライン

25 県本部拡大執行委員会

（web併用）・県市町振興

課要請

26 四国Ｂ定期総会・事前会

議（香川）

27 四国Ｂ共済学校（香川）

■10/５愛媛県人事委員会勧告⇒ 月例給・一時金ともには３年ぶりの引上げ！

○ 月例給は国勧告同様、若年層中心に引上げ ○一時金も国同様に勤勉手当0.1月改善

■月例給 民間を991円下回るため、国勧告基礎に公民較差是正に必要な率を乗じて改定。

○月例給 人事院勧告の内容（初任給3,000～4,000円、若年層の引上げを基本に改定）を基礎として、公民較差の是正に必

要な率（0.51％）を国家公務員給料表に乗じて得た額に改定（平均改定率0.30％）

※令和４年４月分の較差 民間給与（A）354,378円 県職員給与（B）353,387円 較差（A－B）991円（0.28％）

■県職員も若年層人数が増加した等により、昨年に比べ平均給与月額は減少（△1,660円）。

◎県人事委員会「報告」… 公民較差解消に当たっては、…国の俸給表の各号俸の額に較差是正に必

要な一定の率を乗じて水準調整を行っており、本年生じた公民較差についても、同様の方法によ

り解消することが適当である。

■特別給 民間4.41月・公務4.30月→年間0.10月分《勤勉手当引上げ》（国勧告同様）

○一時金 〔今年度〕12月勤勉手当が＋0.1月。〔来年度以降〕６月・12月の勤勉手当＋0.05月。

（参考）愛媛県行政職平均給与 2022年平均年間給与額 現行5,771,448 円 改定後5,823,312 円

増減 51,864 円（＋0.90％） 平均年齢 41.8歳

■県職員と民間企業との初任給比較（2022年4月現在）

※県職員初任給は県内民間企業初任給平均を下回っている。県人勧改定前の額だが、民間との格差が大幅に広がっている。

〔県人事委員会データ〕県職員と民間企業との初任給比較（上段2021年４月現在、下段2022年４月現在）

【大 卒】民間191,086円・県職員189,643円（較差1,443円） 【高 卒】民間164,542円・県職員155,674円（較差8,868円）

【大 卒】民間200,190円・県職員189,643円（較差10,547円）【高 卒】民間175,103円・県職員155,674円（較差19,429円）



西
条
市
職
労
は
９
月

28日
、

定
期
大
会
を
開
催
し

41人
が

参
加
。
山
内
委
員
長
は
開
会

に
あ
た
り
「
本
来
定
期
大
会

は
７
月
末
だ
が
、
今
年
は
支

所
統
合
と
重
な
り
こ
の
時
期

と
し
た
。
要
求
・
交
渉
・
情

報
発
信
の
循
環
型
活
動
を
基

本
に
よ
り
よ
い
制
度
確
立
を

目
指
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

経
過
報
告
で
は
総
合
支
所
統

合
に
伴
う
人
事
異
動
の
早
期

内
示
や
保
育
士
の
処
遇
改
善

な
ど
要
求
面
の
前
進
、
青
プ

ロ
実
施
や
青
年
部
活
動
な
ど

コ
ロ
ナ
禍
で
も
様
々
な
工
夫

に
よ
り
交
流
企
画
が
実
現
し

た
な
ど
報
告
。
方
針
で
は
人

勧
で
の
プ
ラ
ス
勧
告
や
最
低

賃
金
が
大
幅
引
き
上
げ
な
ど

の
情
勢
も
あ
り
業
務
量
に
見

合
う
大
幅
賃
上
げ
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
維
持
で
き
る
労
働
条

件
、
よ
り
良
い
職
場
環
境
を

目
指
す
な
ど
を
提
起
、
全
会

一
致
で
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
９
月

28・

29日
、
入
庁
３
年
目
ま
で
の

組
合
員
対
象
に
「
青
年
部
賃

金
学
習
会
～
人
事
院
勧
告
に

つ
い
て
～
」
を
２
回
に
分
け

て
開
催
。
３
年
ぶ
り
に
俸
給
、

一
時
金
と
も
に
引
き
上
げ
る

勧
告
が
行
わ
れ
、
ま
ず
『
人

事
院
勧
告
と
は
？
』
と
題
し
、

給
与
勧
告
の
手
順
や
民
間
給

与
と
の
比
較
等
に
触
れ
、
そ

の
後
今
年
の
人
事
院
勧
告
の

内
容
か
ら
月
例
給
と
ボ
ー
ナ

ス
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
の
か
、
期
末

手
当
で
は
な
く
勤
勉
手
当
が

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
留
意
す
る
点
、
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
、
質
問
や

組
合
へ
の
声
が
あ
り
、
や
り

と
り
し
ま
し
た
。

大
洲
市
職
は
９
月

16日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し
７
人

が
参
加
。
回
収
し
た
「
ほ
こ

イ
カ
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
集
約

結
果
資
料
を
見
な
が
ら
今
後

の
運
動
に
つ
い
て
協
議
。
回

答
数
が
ｗ
ｅ
ｂ
含
め
２
９
０

通
、
回
収
率
が

80％
を
超
え

た
こ
と
と
主
な
分
析
結
果
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
委
員

長
か
ら
「
こ
れ
か
ら
が
重
要

で
、
①
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
秋
季
要
求
書
づ
く
り
を
ど

う
す
る
か
、
②
組
織
拡
大
に

向
け
て
会
計
年
度
任
用
職
員

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ど
う
作

る
か
の
２
点
に
つ
い
て
検
討

の
必
要
が
あ
る
」
と
提
起
。

要
求
書
づ
く
り
で
は
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
改
善
要
望

の
高
い
上
位
４
項
目
「
一
時

金
増
額
」
「
定
期
昇
給
」

「
継
続
雇
用
」
「
退
職
手
当

改
善
」
に
絞
っ
た
要
求
項
目

と
し
、
要
求
書
提
出
日
程
を

確
認
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

記
載
し
た
組
合
情
報
を

10月

中
旬
頃
に
配
布
し
、
同
時
に

し
ゃ
べ
り
場
の
案
内
も
行
う

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

宇
和
島
市
職
は
９
月

14日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し
６
人

が
参
加
。
夏
季
要
求
に
対
す

る
回
答
内
容
に
つ
い
て
検
討
。

保
育
士
の
処
遇
改
善
の
対
象

者
が
現
在
は
会
計
年
度
任
用

職
員
の
み
で
あ
り
、

10月
の

制
度
移
行
に
合
わ
せ
て
正
規

保
育
士
も
対
象
と
す
る
こ
と

を
秋
季
要
求
と
し
て
確
認
。

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
一

時
金
改
善
で
は
昨
年
人
勧
で

は
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の

削
減
反
映
を
緩
和
し
て
お
り
、

こ
の
計
算
で
は
今
年
人
勧
で

プ
ラ
ス
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
秋
季
要
求
で
確
認

す
る
こ
と
と
し
、
従
来
か
ら

要
求
し
て
い
た
「
通
勤
手
当

算
定
上
の
通
勤
距
離
」
は
改

善
が
示
さ
れ
た
も
の
の
実
施

時
期
が
未
定
と
な
っ
て
お
り
、

早
急
に
実
施
求
め
る
要
求
も

確
認
し
ま
し
た
。

今
治
水
道
労
組
は

10月
６

日
「
定
年
引
上
げ
説
明
会
」

を
実
施
し
、
対
象
者
含
む

11

人
が
参
加
。
後
藤
特
別
執
行

委
員
が
、
８
月
に
２
度
実
施

し
た
市
労
連
と
人
事
課
と
の

協
議
資
料
と
や
り
と
り
を
も

と
に
定
年
引
上
げ
の
ポ
イ
ン

ト
、
①
定
年
引
上
げ
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
②
役
職
定
年
制
、
③
定

年
引
上
げ
時
の
給
与
水
準
７

割
、
④
退
職
手
当
の
ピ
ー
ク

時
特
例
、
⑤
定
年
前
再
任
用

制
度
と
暫
定
再
任
用
制
度
、

⑥

65歳
定
年
引
上
げ
ま
で
の

移
行
期
間
の
採
用
計
画
な
ど

説
明
し
、
質
疑
応
答
を
行
い

ま
し
た
。
県
本
部
作
成
「
定

年
引
上
げ
時
の
３
つ
の
選
択

肢
資
料
」
も
示
し
「
自
分
に

ど
ん
な
選
択
肢
が
あ
る
の
か

理
解
し
、
家
族
や
職
場
同
僚

と
相
談
な
ど
し
て
ほ
し
い
」

と
提
起
。
参
加
者
か
ら
率
直

な
疑
問
が
出
さ
れ
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

９
月

28日
、
愛
媛
県
自
治

体
問
題
研
究
所
・
研
究
例
会

に

13人
が
参
加
。
村
田
武
先

生
（
愛
媛
食
健
連
会
長
）
が

「
気
候
変
動
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

危
機
と
日
本
の
食
料
・
農
業
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
「
愛
媛

の
か
ん
き
つ
・
中
山
間
地
の

農
業
を
ど
う
す
る
か
」
な
ど

を
テ
ー
マ
に
、
ま
ず
愛
媛
食

健
連
で
の
要
請
に
つ
い
て
報

告
。
「
合
併
前
の
自
治
体
は

農
業
に
力
を
入
れ
て
い
た
が
、

合
併
後
は
弱
ま
っ
て
い
る
」

「
農
業
生
産
基
盤
と
生
産
の

縮
小
後
退
が
唯
一
日
本
で
だ

け
起
こ
っ
て
い
る
」
「
食
料

自
給
率
は
１
９
６
５
年
度

73

％
に
対
し
２
０
１
９
年
度

38

％
」
「
輸
入
依
存
の
高
ま
り

は
国
内
の
食
料
危
機
と
と
も

に
農
薬
使
用
量
の
大
幅
な
規

制
緩
和
な
ど
に
よ
る
国
民
食

料
の
安
全
も
脅
か
す
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
」
な
ど
課

題
を
指
摘
し
日
本
の
農
業
に

求
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て

提
言
し
ま
し
た
。

■
朝
夕
涼
し
く
な
り
、
秋
め

い
て
き
ま
し
た
。
過
ご
し
や

す
く
、
大
好
き
な
季
節
で
す
。

そ
ろ
そ
ろ
旅
行
に
で
も
行
き

た
い
な
ぁ
と
、
子
ど
も
た
ち

が
寝
た
あ
と
に
じ
ゃ
◯
ん
な

ど
の
サ
イ
ト
を
な
が
め
て
い

ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
い
で
す
ね
。

（
新
居
浜
・
小
倉
）

■
１
歳
に
な
る
娘
が
歩
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
藤
田
）

■
当
た
り
前
に
た
く
さ
ん
の

仲
間
と
共
有
す
る
時
間
を
過

ご
せ
る
日
が
早
く
来
ま
す
よ

う
に
！

（
伊
予
・
相
田
）

■
生
で
見
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
迫
力
に
見
せ
ら
れ
た
の
は

も
う
…
年
前
の
こ
と
。
コ
ロ

ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
（
収
束

し
た
ら
）
子
ど
も
に
も
見
せ

て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

（
新
居
浜
・
藤
井
）

■
映
画
館
に
行
く
こ
と
も
と

ま
ど
う
世
の
中
に
な
り
、
終

い
に
は
映
画
館
に
行
く
の
が

面
倒
に
感
じ
て
き
ま
し
た
。

サ
ブ
ス
ク
や
動
画
サ
イ
ト
が

便
利
過
ぎ
る
の
が
い
け
な
い
。

新
し
い
も
の
よ
り
古
い
も
の
、

懐
か
し
い
も
の
を
求
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が

精
神
の
衰
え
か
。

（
新
居
浜
・
藤
原
）

■
出
ま
し
た
３
年
ぶ
り
の
プ

ラ
ス
勧
告
！
若
年
層
の
給
与

改
善
い
い
で
す
ね
！
私
た
ち

中
高
年
層
に
は
少
し
寂
し
い

で
す
が
…
若
い
人
た
ち
の
や

り
が
い
に
つ
な
が
れ
ば
い
い

で
す
ね
！

（
内
子
・
曽
根
）

■
ボ
ー
ナ
ス
が
待
ち
遠
し
い
！

（
新
居
浜
・
前
田
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５４９号

２０２２年 １０月２０日

■
５
４
７
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」

で
し
た
。
正
解
は

15通
で
し

た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら
５

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

西
田
圭
佑
（
西

予
）

小
倉
さ
や
か
（
新
居
浜
）

宮
田
和
幸
（
内

子
）

前
田

唯
（
新
居
浜
）

藤
田
圭
亮
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

11月

27日
【
発

表
】
５
５
１
号
（

12月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①握り飯表面に醤油やみそをぬり焼いたもの

④この世界と別世界。アニメで流行のテーマ

⑦食べ物などが傷んだこと。

○○○○ミカンの方程式

⑧だまっていてものを言わない。

○○○○をきめこむ

⑨免職・解雇のこと。合理化による○○○○

【タテのカギ】

①縄文時代、古墳時代の間

②○○○○○○のけいれんがしゃっくり

③○○ょう、む○○ゃ、はとむ○○ゃ

⑤魚を誘い寄せるために夜間、漁船でたく火。

ぎょか

⑥「虎杖」の読み方は

マ
ス
目
を
埋

め
、
二

重
枠
の
８

文
字
で

、

四
字
熟
語
・

こ
と
わ

ざ
に
し
て

下
さ
い

。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


